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中島中学校

吉子川小学校滑津小学校

ご卒園・ご卒業おめでとうございます

　３月 13日（木）、中島中学校で卒業式が行われ、卒業生 37名が学び舎を巣立ちました。送辞では
小室歩夢さんが「この学び舎での出会いを誇りに思い、まだ見ぬ希望に満ちた輝かしい未来で、先輩方
と再びお会いする日を楽しみにしています」、佐藤英勝校長は「夢は見るものではなく叶えるもの。ど
んなに小さな夢でも目標でも、叶えるために努力してほしい」とはなむけの言葉を贈りました。
　卒業生代表の久保田一輝さんは「みんなとたくさん笑い合って、泣いて、喜んだ日々が本当に楽しかっ
たです。こんなに楽しく、幸せな思いができたのも、これからも忘れないであろう中学校生活という時
間を過ごせたのも、三年間一緒に過ごしてきたみんながいたからです。最高の思い出をありがとう」と
あいさつしました。

　３月 21日（金）吉子川小学校で卒業式
が行われ、18名が卒業しました。
　式では、木戸校長が「出会いは運命を変
える力をもっています。新たな才能を発見
したり、自分では気付かなかった可能性を
引き出したりして、人生を大きく変えるこ
とだってあります。この別れをさみしがる
のではなく、素敵な思い出に変え、今まで
とは違う新しい関係になることを楽しみに
したいと思います」と言葉を贈りました。

　３月 21日（金）滑津小学校で卒業式が
行われ、19名が卒業しました。
　式では、栁沼校長が「これから生きてい
く中で、たくさん悩むことがあると思いま
す。そんな時は、できるかできないかでは
なく、やるかやらないかです。勇気を出し
て、まずはやってみてください。そして、
みなさんの力で未来を切り拓いていってく
ださい」と言葉を贈りました。

卒業生代表あいさつの久保田さん 卒業生の式歌 「時を越えて」 村からの卒業祝品を受け取る鈴木絢夢さん
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中島保育所
　３月 18日（火）中島幼稚園で卒園式が行
われ、33名が卒園しました。
　式では、緑川園長が「いつも笑顔で元気に
あいさつをしてくれて、感心していました。
これからもし、何かに迷ったり悩んだりした
時は、自分の名前に込められた家族の願いを
思い出してください。そして、いつまでも「あ
りがとう」という感謝の気持ちを持ち続けて
ください」と言葉を贈りました。

　３月８日（土）中島保育所で修了式が行わ
れ、23名が修了しました。
　式では、田村所長が「トイレにいけるように
なった、着替えができるようになった、給食を食
べられるようになった、泣いている子を助けるこ
とができるようになった、自分でできるようになっ
たことがたくさんありました。幼稚園でもたくさ
ん遊んで大きくなってね」と言葉を贈りました。

中島幼稚園
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令和７年４月１日　　　ＮＡＫＡＪＩＭＡＭＵＲＡＤＡＹＯＲＩ　　　　　４月号　　　第８００号
　

広
報
な
か
じ
ま
が
令
和
７
年
４
月
号
で

８
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
！

　
こ
れ
ま
で
の
広
報
な
か
じ
ま
の
表
紙
は
ど

ん
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
ど
ん
な
内
容
が
掲

載
さ
れ
て
い
た
の
か
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
！

【
昭
和
38
年
１
月
第
59
号　

全
８
Ｐ
】

　

役
場
に
保
存
さ
れ
て
い
る
１
番
古
い
広
報

紙
は
左
の
記
事
で
す
。

　

当
時
は
「
な
か
じ
ま
村
だ
よ
り
」
と
い
う

名
称
で
毎
月
10
日
の
発
行
で
し
た
。

　

新
年
最
初
の
発
行
と
い
う
こ
と
で
、
各
企

業
か
ら
新
年
の
あ
い
さ
つ
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
企
業
１
２
９
の

う
ち
、
73
が
村
内
の
企
業
で
し
た
。

　

今
の
広
報
紙
で
は
見
ら
れ
な
い
作
り
で
す
。

　【
主
な
記
事
内
容
】

・
新
年
の
あ
い
さ
つ

（
村
長
、
教
育
長
、
公
民
館
長
）

・
優
良
実
行
組
合
表
彰

・
村
長
選
挙
の
日
程
の
決
定

・
各
企
業
か
ら
の
新
年
の
あ
い
さ
つ

【
昭
和
42
年
５
月
第
１
０
０
号　

全
４
Ｐ
】

　

な
か
じ
ま
村
だ
よ
り
の
第
１
０
０
号
。
予

算
に
関
す
る
記
事
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

今
も
昔
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ

の
年
は
滑
津
小
学
校
の
改
築
が
完
了
し
た
記

事
が
写
真
付
き
で
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

【
主
な
記
事
内
容
】

・
昭
和
42
年
度
予
算

・
広
域
合
併
に
よ
る
西
白
河
農
業
共
済
組
合

が
誕
生

・
滑
津
小
学
校
見
事
に
竣
工

・
村
内
小
学
校
教
職
員
人
事
異
動

・
交
通
事
故
か
ら
学
童
を
守
ろ
う

・
全
戸
そ
ろ
っ
て
一
斉
に
ネ
ズ
ミ
退
治
を
実

施
し
よ
う
！

月刊　毎月１日発行

発行　中島村役場

　　　企画振興課

昭和３８年１月発行第５９号の

実際の広報紙の１面

当時の広報紙を

再現しました！

◀
各
企
業
の
新
年
あ
い
さ
つ
記
事

昭和４２年５月発行第１００号の

実際の広報紙の１面
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令和７年４月１日　　　ＮＡＫＡＪＩＭＡＭＵＲＡＤＡＹＯＲＩ　　　　　４月号　　　第８００号

【
昭
和
46
年
６
月
創
刊
号　

全
４
Ｐ
】

　
「
広
報
な
か
じ
ま
」
の
名
称
は
昭
和
46
年

６
月
号
か
ら
、
横
向
き
の
見
出
し
に
変
わ
り

ま
し
た
。

▼
台
字
の
変
更
▲
（
※
当
時
の
記
事
原
文
）

　

今
月
号
よ
り
台
字
を
「
広
報
な
か
じ
ま
」

と
変
へ
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

従
来
の
「
な
か
じ
ま
村
だ
よ
り
」
と
内

容
そ
の
も
の
は
あ
ま
り
変
り
ま
せ
ん
が
、

時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
村
行
政
を
お
伝

い
す
る
広
報
紙
と
し
て
一
層
親
ん
で
も
ら

う
た
め
こ
の
よ
う
に
変
更
致
し
ま
し
た
。

　

ど
う
か
可
愛
が
り
育
て
て
や
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
広
域
市
町
村
圏
に
よ
る
道
路
舗
装

　

～
元
村
～
岡
ノ
内
線
完
成
間
近
～

・
６
月
27
日
参
議
院
議
員
選
挙

・
地
方
税
の
控
除
額
大
幅
に
ア
ッ
プ

・
農
地
転
用
は
必
ず
許
可
を
受
け
て
か
ら

・
常
備
消
防　

い
よ
い
よ
軌
道
に

　

消
防
体
勢
充
実

昭和４６年６月発行 「広報なかじま」 創刊号の

実際の広報紙の１面

平成７年５月１日発行第４００号

平成１５年８月１日発行第５００号

昭和５３年７月１０日発行第２００号

平成２０年８月１日発行第６００号

昭和６２年１月１日発行第３００号

平成２８年１２月１日発行第７００号
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令和７年度一般会計当初予算
　令和７年度一般会計当初予算は、令和７年３月議会において認定されましたのでお知らせします。

　令和７年度の個人負担村税予算額は、５億４２１２万５千円となりました。
　これを村民１人あたりの負担額としてみると１１４，７３５円となり、その税目別の負担額は
下記のとおりです。

※中島村の人口と世帯数（令和７年３月１日現在）・・・人口　４,７２５人、世帯数　１,７６１世帯

歳入

歳出

区 分
令 和 ７ 年 度

当 初 予 算 額

令 和 ６ 年 度

当 初 予 算 額
増減率

自

主

財

源

村 税 542,125 530,265 2.2

繰 入 金 889,468 869,300 2.3

使用料及び手数料 27,785 25,233 10.1

そ の 他 37,955 64,590 △ 41.2

小 計 1,497,333 1,489,388 0.5

依

存

財

源

地 方 交 付 税 1,300,410 1,260,200 3.2

国 県 支 出 金 549,587 513,895 6.9

村 債 518,900 633,200 △ 18.1

そ の 他 172,117 162,467 5.9

小 計 2,541,014 2,569,762 △ 1.1

合 計 4,038,347 4,059,150 △ 0.5

区 分
令 和 ７ 年 度

当 初 予 算 額

令 和 ６ 年 度

当 初 予 算 額
増 減 率

義
務
的
経
費

人 件 費 835,881 776,610 7.6

扶 助 費 301,460 267,193 12.8

公 債 費 277,063 262,564 5.5

小 計 1,414,404 1,306,367 8.3

そ

の

他

経

費

物 件 費 859,233 780,241 10.1

補 助 等 費 523,740 736,567 △ 28.9

繰 出 金 414,793 154,726 168.1

そ の 他 153,906 205,469 △ 25.1

小 計 1,951,672 1,877,003 4.0

投

資
的
経
費

普 通 建 設 事 業 費 662,254 865,763 △ 23.5

内単独事業費 440,908 546,608 △ 19.3

災 害 復 旧 費 17 17 0.0

小 計 662,271 865,780 △ 23.5

予 備 費 10,000 10,000 0.0

合 計 4,038,347 4,059,150 △ 0.5

村民１人が負担する税金

１１４，７３５円
個人村民税 49,336 円 固定資産税 54,246 円

軽自動車税 4,473 円 た ば こ 税 6,680 円

村民１人あたりでは

地方交付税

13億41万円

32.2%

繰入金

8億8946万8千円

22.0%

村債

5億1890万円

12.9%

地方税（村税）

5億4212万5千円

13.4%

国庫支出金

3億7014万円

9.2%

県支出金

1億7944万7千…

地方消費税交付金

1億2350万円

3.1%

その他

1億1435万7千円

2.9%

民生費

8億1100万2千円

20.1%

教育費

7億3402万9千円

18.2%

総務費

6億1161万8千円

15.1%

農林水産業費

6億1311万1千円

15.2%

土木費

4億879万1千円

10.1%

消防費

2億355万3千円

5.0%

衛生費

2億9190万7千円

7.2%

公債費

2億7706万3千円

6.9%

議会費

5423万7千円

1.3%

商工費等

3303万6千円

0.9%

( 単位 ：千円）

( 単位 ：千円）
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費木土費会議

総務費

☆

費防消費生民

教育費（教育総務費）

衛生費

教育費（小学校費、中学校費、幼稚園費）

農林水産業費

教育費（社会教育費）

教育費（保健体育費）

商工費

商工会助成

（単位：千円）

事　　　業　　　の　　　名　　　称 金　額

000,22業事化命寿長装舗路道788,4金付交任委務事連関報情人個定特

121,200 村営受託修繕工事（長寿命化計画）

自治体情報システム標準化業務委託 57,913 狭あい道路整備等促進事業 35,700

事　　　業　　　の　　　名　　　称 金　額

1,624

339,75072,74託委計設量測査調

修学旅行補助金

986,81費入購品備用団防消001,701当手童児

294,8458,84金担負費付給養療

294,8託委務業援支ＴＣＩ794,201

衛生処理組合負担金（ごみ）

218,500

002,07業事金付交合総備整本資会社426,1託委集編録議会

40,500

001,05費事工良改004,85事工成造場車駐民村

573,131061,672

介護給付費・訓練等給付費 120,206 広域圏負担金（常備消防経常経費） 112,686

609,96330,65

331,93事工備整設施854,82種接防予

768,21事工備整設施600,81）尿し（金担負合組理処生衛

609,71169,603

640,01829,731費事工良改路道

640,01料託委スバえ迎お童児000,001費事工渫浚

中小企業経営合理化資金融資制度原資貸付金 3,000

32,188

547,52託委務業理調食給000,8

5,000

費料材賄367,12金付交払支能機的面多

3,239 3,137 3,221 

4,139 

3,120 

3,985 

3,451 
3,241 3,326 

3,748 3,795 
4,060 4,039 

4,560 4,574 
4,819 

5,758 

4,779 

5,577 

5,030 
4,850 4,879 

5,417 

4,974 
5,247 5,270 

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

一般会計 全ての会計

主要施策（☆は新規事業）

予算額の推移
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中島村人口ビジョンを更新
　

日
本
で
は
、
２
０
０
８
年
頃
か
ら
総
人

口
が
減
少
局
面
を
迎
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
が
２
０
１
４
年
に
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
法
」
を
施
行
し
ま
し

た
。
ま
た
、
同
年
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、

２
０
６
０
年
の
総
人
口
を
「
１
億
人
程
度

の
人
口
を
確
保
す
る
」
と
目
標
を
掲
げ
、

地
方
自
治
体
に
も
こ
う
し
た
国
の
考
え
方

を
踏
ま
え
た
「
地
方
版
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
策
定
を
求
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
中
島
村
で
は
２
０
１
６

年
に
「
中
島
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
今
年
、
中
島
村
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
か
ら
約
10
年
経
過
す
る
こ
と
か

ら
、新
た
に
推
計
す
る
た
め
、人
口
ビ
ジ
ョ

ン
を
更
新
し
ま
し
た
。

中
島
村
人
口
の
現
状
分
析

　

本
村
の
総
人
口
は
、
２
０
０
０
年
ま
で

増
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
以
降
は
減
少
に

転
じ
、
２
０
２
０
年
時
点
で
４
，
８
８
５

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
３
区
分
別
で

み
る
と
、15-

64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は
、

若
干
の
増
減
は
あ
る
も
の
の
、
２
０
０
０

年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
減
少
傾
向
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
０-

14
歳
の
年
少
人
口
は

２
０
０
０
年
か
ら
減
少
し
て
い
る
の
に
対

し
て
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
常
に

増
加
傾
向
で
あ
り
、
２
０
２
０
年
時
点
の

高
齢
化
率
は
30
・３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
人
口
は
、
こ
の
40
年
で
約
２
・
７

倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

村
の
将
来
人
口
の
推
計

　

本
村
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
概
ね
現
状

の
推
移
が
今
後
も
続
く
も
の
と
し
て
見
込

ん
だ
基
本
推
計
と
し
ま
し
た
。

　

基
本
推
計
に
よ
る
と
、
２
０
４
５
年
に

は
４
，
０
０
０
人
を
割
り
込
み
、
さ
ら
に

そ
の
20
年
後
の
２
０
６
５
年
に
は
、
３
，

０
０
０
人
を
割
り
込
む
見
通
し
と
な
り
ま

す
。

　

一
方
、
国
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

２
０
３
０
年
に
出
生
率
１
・
８
の
実
現
、

２
０
４
０
年
に
は
人
口
置
換
水
準
に
あ
た

る
２
・
07
を
実
現
す
る
も
の
と
し
て
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
村
で
も
希
望
出

生
率
を
２
・
07
と
設
定
し
、
国
の
目
標

に
準
じ
て
独
自
推
計
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

２
０
７
０
年
頃
ま
で
人
口
３
，
０
０
０
人

台
を
維
持
で
き
る
と
い
う
試
算
に
な
り
ま

し
た
（
図
２
）。

　

こ
の
独
自
推
計
の
結
果
を
基
に
、
村
と

し
て
行
っ
て
い
く
人
口
減
少
対
策
及
び
地

方
創
生
の
施
策
目
標
を
定
め
た
の
が
次
項

の
「
中
島
村
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
総
合
戦
略
」
で
す
。

図
１　

総
人
口
・
年
齢
別
人
口
の
推
移

図
２　

総
人
口
の
将
来
展
望

現
状
の
推
移

（村
基
本
推
計
）
と
長

期
ビ
ジ
ョ
ン

（村
独
自
推
計
）

現状合計特殊出生率１. ３５人

人口減少、 人口移動実績等

村基本推計

村独自推計
希望出生率２. ０７人

２０４０年、 ２０６０年の人口減少割合が

県と同等
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中島村デジタル田園都市国家構想総合戦略策定

４
つ
の
目
標
を
め
ざ
し
て

　

中
島
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
計
結
果

に
基
づ
き
、
人
口
減
少
の
緩
和
、
暮
ら

し
や
す
い
生
活
環
境
の
整
備
に
向
け
て
、

２
０
１
６
年
に
策
定
、
２
０
２
０
年
に
改

訂
し
た
「
中
島
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
が
２
０
２
４
年
で
計
画

期
間
満
了
を
迎
え
る
こ
と
、
ま
た
、
国
の

総
合
戦
略
が
改
訂
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

「
中
島
村
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

総
合
戦
略
」（
以
下「
総
合
戦
略
」と
い
う
。）

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
総
合
戦
略
は
、

デ
ジ
タ
ル
の
力
も
活
用
し
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
と
こ
れ
か
ら
の
村
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
計
画
と
な
り
ま
す
。

　

本
村
の
総
合
戦
略
は
、
次
の
４
つ
の
基

本
目
標
を
ベ
ー
ス
に
、
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
支
援
、Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
変
革
）促
進
、

移
住
・
定
住
促
進
、
防
災
・
福
祉
・
産
業

振
興
に
よ
る
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
等
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

総
合
戦
略
の
計
画
期
間
は
、
２
０
２
５

年
度
か
ら
２
０
２
９
年
度
ま
で
の
５
年
間

で
す
。

　

　

基本目標１ 結婚・子育て支援・教育環境の充実に取り組みます
施策１ 結婚支援
晩婚化や未婚化を改善するため、若者等の結婚を支援します。
施策２ 妊娠・出産前後のサポート
安心して妊娠・出産できるよう、切れ目のない支援を行います。
施策３ 子育て世帯への支援
共働き世帯の増加や物価高騰が続く昨今において、子育て世帯を支援します。
施策４ 教育の充実
次世代を担う子ども達への教育を充実させます。
施策５ 国際理解教育の推進
日々進展するグローバル社会に対応するため、国際感覚を養います。
施策６ 自己を磨き続ける生涯学習活動の推進
人生１００年時代を心豊かに暮らすため、生涯学習活動を充実します。

基本目標２ 誰もがいつでも便利に利用できるようＤＸに取り組みます
施策７ 行政サービスのＤＸ
行政サービスをいつでも・どこでも・簡単に受けられるようＤＸを推進します。
施策８ 子育て・教育・福祉分野でのデジタル活用
保育から教育、福祉業務に係るデジタル化を推進します。
施策９ 産業分野でのＤＸ支援
各種産業分野においてＤＸを支援します。

施策１０ 誰も取り残されないＤＸ社会
デジタル化が進むうえで、デジタルデバイド（情報格差）が発生しないよう努めます。

基本目標３ 本村への移住・定住支援に取り組みます
施策１１ 移住・定住の促進と環境整備
移住者数増加のため各種支援事業や情報発信を行うほか、分譲地販売など移住・定住環境を整備

します。

基本目標４ 健康で安心して暮らせる魅力的な村づくりに取り組みます
施策１２ 防災体制の充実
自然災害対策や消防体制を充実し、災害に強い村づくりを目指します。

施策１３ 福祉環境の充実
誰もが健康に暮らせるよう福祉環境を充実し、豊かなシニアライフを実現します。

施策１４ 総合的な農業の維持・発展
地域計画に定める担い手への支援及び農地の効率利用を図ります。また、深刻な高齢化や後継者

不足に対し、支援を図ります。
施策１５ 商工業の支援
企業における人材不足解消や地域活性化のため商工業への支援を行います。

施策１６ プロモーションの推進
本村のプロモーション活動を行い、関係人口増加や産業振興を推進します。
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寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

２
月
12
日
（
水
）
中
島
村
役
場

に
お
い
て
、
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
「
昭
和
四
十
五
年
度
卒
中
島
中

学
校
同
級
生
一
同
」
の
代
表
で
、

向
井
勝
治
さ
ん
、
長
田
春
治
さ
ん

が
来
庁
し
、
加
藤
村
長
へ
寄
付
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　

向
井
さ
ん
、
長
田
さ
ん
は
「
村

の
振
興
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
確
保
に
係
る

要
請
活
動

　

２
月
20
日
（
木
）
富
士
工
業
㈱

白
河
事
業
所
に
お
い
て
、
消
防
団

員
の
確
保
に
係
る
要
請
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

要
望
活
動
に
は
福
島
県
県
南
地

方
振
興
局
県
民
環
境
部
長
坂
本
桂

次
郎
氏
と
中
島
村
消
防
団
長
小
針

徳
秀
氏
が
出
席
し
、
富
士
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
総
務
課
長　

深
谷

昌
弘
氏
へ
要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

消
防
団
員
入
団
促
進
や
「
ふ
く

し
ま
消
防
団
サ
ポ
ー
ト
企
業
」
の

登
録
な
ど
消
防
団
活
動
を
支
え
る

社
会
づ
く
り
へ
の
協
力
を
依
頼

後
、消
防
団
の
現
状
を
説
明
し
て
、

今
後
も
よ
り
一
層
の
消
防
団
へ
の

協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

激
励
金
交
付
式

　

２
月
25
日
（
火
）
中
島
村
役
場

に
お
い
て
、
第
４
回
極
真
全
日
本

ジ
ュ
ニ
ア
フ
ァ
イ
ナ
ル
カ
ッ
プ
に

出
場
す
る
髙
久
航
司
郎
さ
ん
（
安

積
黎
明
高
校
１
年
）、
小
室
玲
さ

ん
（
中
島
中
学
校
２
年
）、
髙
久

小
茉
希
さ
ん
（
吉
子
川
小
学
校
３

年
）
に
対
す
る
激
励
金
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

加
藤
村
長
は
、「
更
な
る
高
み

を
目
指
し
て
、
万
全
の
体
調
で
臨

ん
で
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し

た
。
３
名
は
、「
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
た
方
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
、１
回
で
も
多
く
勝
ち
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。 

　

大
会
は
、
３
月
１
日
（
土
）
に

神
奈
川
県
横
浜
市
の
横
浜
武
道
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　

２
月
26
日
（
水
）
中
島
村
役
場

に
お
い
て
、
本
の
寄
贈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
昭
和
38
年
度
中
島
中

卒
業
生
喜
寿
を
祝
う
会
が
、
善
意

で
中
島
村
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
多
数
の
本
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

代
表
し
て
、
赤
坂
貞
夫
さ
ん
、

田
島
一
郎
さ
ん
、
梅
津
勝
則
さ
ん

が
役
場
に
来
庁
し
、
面
川
三
雄
教

育
長
へ
本
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

赤
坂
さ
ん
は
、「
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
、
知
識
を
増
や
し

て
、
心
豊
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
面
川
教
育
長
は

「
子
ど
も
の
こ
と
を
第
一
に
考
え

て
本
を
寄
贈
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
、
大
変
感
謝
し
て
い
る
」
と
お

礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

本
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
輝
ら

里
内
の
図
書
室
に
所
蔵
さ
れ
、
各

小
・
中
学
校
に
貸
し
出
さ
れ
ま
す
。

体
育
文
化
の
成
績
優
秀
者
表
彰

　

２
月
27
日
（
木
）
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
輝
ら
里
に
お
い
て
、
令
和

６
年
度
中
島
村
小
中
学
校
体
育
文

化
成
績
優
秀
者
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
瀬
谷
真
翔

さ
ん
（
中
島
中
３
年
生
）
が
、「
こ

の
よ
う
な
賞
を
く
だ
さ
り
、
感
謝

し
て
い
る
。
日
々
の
練
習
の
成
果

を
評
価
い
た
だ
け
て
う
れ
し
い
。

技
術
向
上
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
も

努
力
し
て
い
く
」
と
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

村長へ寄付を手渡す

（左から） 長田さん、 向井さん

要望書を提出する坂本県南地方振興

局県民環境部長と小針村消防団長

さまざまな種類の本を寄贈いただきました

受賞者を代表してあいさつした瀬谷さん受賞されたみなさん

激励金を手にする （左から） 髙久小茉希さん、

小室さん、 髙久航司郎さん
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受
賞
者
と
受
賞
理
由
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
受
賞
者
及
び
受
賞
理
由
】

（
敬
称
略
）

▼
瀬
谷　

真
翔（
中
島
中
３
年
生
）

第
38
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中

学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
全
国

大
会
出
場
）

▼
中
野
目
蓮
虎（
中
島
中
１
年
生
）

▼
生
田
目
耀
太（
中
島
中
１
年
生
）

第
55
回
日
本
少
年
野
球
選
手
権

大
会
（
全
国
大
会
出
場
）

令
和
６
年
度
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

　

３
月
１
日
（
土
）
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
輝
ら
里
に
お
い
て
、
令
和

６
年
度
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
俳
優
で
タ
レ
ン
ト

の
な
す
び
さ
ん
を
お
招
き
し
、「
ふ

る
さ
と
福
島
へ
の
想
い
と
願
い
～

な
す
び
な
り
の
応
援
の
形
～
」
を

テ
ー
マ
に
90
分
に
わ
た
り
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
「
電
波
少
年
的
懸
賞

生
活
」
出
演
時
の
苦
労
話
や
福
島

復
興
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
な
ど
、
な

す
び
さ
ん
の
体
験
に
基
づ
い
た
貴

重
な
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
過
去
の
苦
労
が
思
い
も
よ
ら

な
い
と
こ
ろ
で
い
つ
か
役
に
立

つ
。
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
が
大
切
」
ｂ
ｙ
な
す
び
さ
ん

自
然
に
親
し
み
、
森
林
を
知
る

～
各
小
学
校

森
林
環
境
学
習
活
動
～

　

令
和
６
年
度
福
島
県
森
林
環
境

交
付
金
事
業
補
助
金
を
活
用
し
た

「
森
林
環
境
学
習
」
が
、
村
内
各

小
学
校
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
小
学
校
で
は
、
森
林
観
察
や

間
伐
材
を
利
用
し
た
木
工
作
活
動

な
ど
か
ら
、
森
林
の
役
割
や
防
災

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
、
子
ど

も
た
ち
は
木
の
香
り
と
温
か
み
を

肌
で
感
じ
な
が
ら
、
森
林
の
機
能

や
生
態
系
に
つ
い
て
理
解
を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

中
島
村
で
は
、
今
後
も
各
小
学

校
で
の
森
林
環
境
学
習
活
動
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

◆
中
島
村
で
は
、
令
和
２
年
度
よ

り
森
林
環
境
交
付
金
を
適
用
し

て
森
林
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
、
森
林
の
適
正
管
理
に

努
め
て
い
ま
す
。
森
林
ク
ラ
ウ

ド
シ
ス
テ
ム
と
は
、
森
林
計
画

図
や
森
林
簿
、
林
地
台
帳
等
の

閲
覧
の
ほ
か
、
森
林
・
林
業
行

政
情
報
の
更
新
や
利
用
を
可
能

と
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

支えあい・助けあい地域づくり交流会開催
　２月４日（火）中島村保健センターで、生活ボランティア事
業に関わる住民同士での交流会が開催され、４１名が参加しま
した。交流会では、宮城県柴田郡川崎町で生活ボランティア事
業に携わっている住民の方々が視察研修のため来村し、住みよ
い暮らしを考える中島よかっぺ会メンバー（生活支援体制整備
事業）および中島よかっぺ助け隊（有償ボランティア事業）の
方々と一緒に、それぞれの町村の生活ボランティアに関する取
り組みの発表や課題についてのグループワークを行いました。
　グループワークでは今後の活動につながる多くの意見交換が
あり、参加された方からは、「お互いの村、町の取り組みが聞
けて良かった。また明日からボランティア活動を頑張っていき
たい」「他市町村の方と意見交換ができて楽しかった」などの
感想が聞かれ、今後のボランティア事業、支えあい・助けあい
の地域づくりが一層、活発になることが期待される交流会とな
りました。

時折、 冗談を交えながら話す

なすびさん

木材を利用した工作

（滑津小学校）

森林公園での自然学習

（吉子川小学校）
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問企画振興課　☎５２-２１１３
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お知らせお知らせ

問企画振興課　☎５２-２１１３

問企画振興課　☎５２-２１１３

６５歳以上の方がいる世帯のみ
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問企画振興課　☎５２-２１１３
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　今年の標準農作業賃金を下記のとおり定めましたので、お互いの協定を守り、明るい農
業経営をしましょう。

●機械による協定料金について、ほ場条件［調整水田（田植、稲刈）・直播栽培田・不整
形・湿地・倒伏田等］により特に勘案する必要がある場合は、受・委託者両者の協議に
より設定してください。
●上記に含まれない作業の料金については、受・委託者両者の協議により設定してください。
●上記の金額には消費税が含まれます。
※農業経営の合理化を図るため、機械の過剰投資を止め、協同利用、共同作業に努めましょう。

　農地を農地以外の用途（住宅、工場、駐車場等）で
使用する場合には、事前に農地転用の申請を行い、許
可を受けなければなりません。工事に伴う資材置き場
等として、一時的に転用する場合であっても、農地法
の許可が必要です。
　農地転用の際には、事前に農業委員会や行政書士に
相談しましょう。

農業委員会事務局　☎５２-３４８７

令和７年度中島村農作業労賃協定額

単 位 金 額（円） 附 記

１日当り 8，000 ８時間労働
（パート労働については協議の上定めて下さい。）

６ 時 間 8，000 機械持込み

田 畑 １０ａ当り 6，200

耕 起 〃 7，600

〃 7，500 仕上まで

〃 6，800 側条施肥機使用代は１，０００円プラス

〃 17，800 搬入まで

〃 24，500 結束資材代は２，０００円プラス

１俵当り 730

１箱当り ＪＡ夢みなみ単価 種子・資材込み

〃 870 種子・資材込み

１ｍ当り 55

１０ａ当り 5，800 藁・草

〃 5，500 集草・結束

〃 4，500 １．５トンの散布を標準とする（堆肥代別）

労
賃

一 般 農 作 業

田 畑 草 刈 作 業

農 作 業 名

（令和７年度より適用）

集 草 梱 包 機

ロ ー タ リ ー

機

械

に

よ

る

農

作

業

料

金

ス キ ー ・ プ ラ ウ

代 か き

田 植

稲
刈

コ ン バ 刈 取 り の み

イ ン 刈 取 ～ 乾 燥

モ ミ 摺 調 整

水稲育苗

緑 化 苗

硬 化 苗

畦 ぬ り

ロ ー ル ベ ー ラ

堆肥ちらし（マニアスプレッター）

農地転用の際にはご相談を！
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　選挙管理委員会では、有権者のみなさまが積極的に選挙に参加することを目的に投票立
会人の募集をはじめます。

　投票所や期日前投票所で公平に投票が行われているのかを確認するため、開所から閉鎖まで
投票事務に立ち会っていただきます。具体的には投票所の開閉の立会、投票用紙が正しく投函さ
れるかの立会、投票録への署名・押印、投票箱の開票所への送致（当日投票のみ）などです。
　なお、立会人は２人を欠くことができないため、立会中は自宅やコンビニなどに外出す
ることはできません。

　中島村内に住所があり、中島村の選挙人名簿に登録されている18歳以上で投票の秘密
を守れる方

期日前投票立会人	 8：30～20：00
当日投票立会人	 7：00～18：00

期日前投票立会人	 9,600円　
当日投票立会人	 10,900円　
※上記金額から所定の所得税が源泉徴収されます。このほか、費用弁償が支給されます。
※報酬は今後変更される可能性があります。

　投票立会人登録申込書に記入し、選挙管理委員会へ持参または郵送してください。申込
書は村ホームページからダウンロードできるほか、役場にもあります。
　募集は通年行いますが、７月執行予定の参議院選挙への立会を希望する場合は、４月中
にお申し込みください。
　なお、募集した投票立会人が必要数に満たない場合は、これまで通り区長及び行政連絡
員の方に協力を依頼しますので、何卒ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。

　中島村ゴルフ協会では、村内のゴルフ愛好者（村内在住者もしくは村内勤務者）の親睦
及び健康増進を目的としてゴルフコンペや大会を開催しております。会員を募集しており
ますので、ご希望の方は地区役員等へお申し込みください。

1,000円 3,000円／各コンペ・大会ごと

選挙管理委員会　☎５２–３４８６

投票立会人になってみませんか？

ゴルフ協会員募集中！！

主な仕事

応募資格

立会時間

報      酬

応募方法

年 会 費

会 長 木村 豊 元村Ｂ地区役員 椎名 浩

副 会 長 矢内 宏 滑津原地区役員 折笠 伸幸

副 会 長 菅野 浩正 浦原地区役員 上田 浩明

松崎地区役員 小針 博行 二子塚地区役員 吉田 博紀

小針地区役員 小林 均 川原田地区役員 木村 秋夫

代畑地区役員 小室 重克 原山地区役員 丸谷 美津男

元村Ａ地区役員 小豆畑 裕哉 吉岡地区役員 長田 信夫

役員一覧

参 加 費

今年度の予定

【第１回コンペ】５/２５（日）

【第２回コンペ】７/５（土）

【村民ゴルフ大会】９/７（日）
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　生涯学習センター輝ら里にある図書室は、４月14日（月）～４月21日（月）まで、蔵
書点検のため休館となります。期間中、本の返却は生涯学習センター輝ら里の入り口にあ
る返却ボックスへお願いいたします。

　東日本大震災や平成27年９月２日以降に災害救助法が適用された自然災害により影響
を受けられた個人や個人事業主の方は、「自然災害による被災者の債務整理に関するガイ
ドライン」により、住宅ローンなどの免除・減額（注）を申し出ることができます。
　詳しくは、ローン借入先の金融機関等にお問い合わせください。
（注）債務の免除等には、一定の要件を満たすことや借入先の同意が必要となります。

▶ガイドラインを利用するメリット※３

（１）弁護士等の登録支援専門家による手続支援が無料で受けられます。
（２）財産の一部を手元に残せます。ただし、被災状況、生活状況などの
　　　個別事情により異なります。
（３）債務整理をしたことは個人信用情報として登録されません。

▶日　　時　令和７年５月10日（土）13：30～16：00（15：00受付終了）
▶場　　所　郡山市労働福祉会館　第３会議室・第４会議室
▶内　　容　集団予防接種でＢ型肝炎になった人とその家族を対象とした弁護士による相談会

※予約優先、当日会場での申込み可、個人情報厳守

▶日　　時　令和７年5月17日（土）　10：00～12：00（正午）
▶場　　所　全国Ｂ型肝炎訴訟新潟事務所（新潟市）
▶内　　容　全国Ｂ型肝炎特別措置法に基づく給付金手続に関する相談
▶電話相談　相談料無料（通話料はかかります）
▶電話番号　０２５-２２３-１１３０

生涯学習課　☎５２-２５０３

東北財務局福島財務事務所理財課　☎０２４-５３５-０３０３

全国Ｂ型肝炎訴訟新潟・福島・山形事務所　☎０２５-２２３-１１３０

輝ら里図書室は蔵書点検のため休館となります

東北財務局からのご案内

全国Ｂ型肝炎訴訟新潟・福島・山形事務所からのご案内

自然災害による被災者の債務整理に関するガイドラインについて

弁護士によるＢ型肝炎特別措置法相談会（無料）

弁護士によるＢ型肝炎特措法電話相談会（無料）
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　総務省消防庁では住宅用火災警報器の設置状況等調査を行い、全国における設置率等
は、令和５年６月１日時点の調査で設置率84.3%、条例適合率67.2%でした。当消防本
部管内は設置率72%、条例適合率56%と、全国を下回っているのが現状です。
　住宅用火災警報器の未設置世帯等に対して、火災予防条例に適合するように設置をお願
いいたします。また、より効果的な普及啓発を行うとともに、既に住宅用火災警報器を設
置していただいている世帯に対しては、定期的な作動確認や、設置から10年を経過した
本体の交換を促進するなど、適切な維持管理(点検・交換)に関する取組み等を、『住宅用
火災警報器設置・維持管理対策基本方針』に基づき実施することが重要です。
　つきましては、住宅用火災警報器の設置状況等の実態を把握するため、下記のとおり調
査を実施しますのでご協力をお願いします。
※令和６年末から実施した、消防団員による訪問調査に回答いただきました世帯について
は回答不要です。調査にご協力いただきありがとうございました。

住宅用火災警報器は
大切な家族の暮らしや命を
見守る大切な設備です。
　※設置して約10年が
　　本体交換の目安です。

泉崎中島分署からのお知らせとアンケート調査のお願い !!

住宅用火災警報器の設置と本体交換のアンケート調査協力について

矢吹消防署泉崎中島分署　☎５３-２９７８

住宅用火災警報器 【設置 ・ 交換】

連絡入力フォーム

白河地方広域市町村圏整備組合ホームページに掲載
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お
知
ら
せ
　
　

自
衛
官
幹
部
候
補
曹
募
集

　

一
定
の
現
場
を
経
験
し
た
後
に

自
衛
隊
の
幹
部
自
衛
官
と
し
て
採

用
す
る
コ
ー
ス
で
す
。

▼
応
募
資
格

20
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

▼
受
付
期
間

令
和
７
年
４
月
23
日
（
水
）

　
　
　

～
６
月
６
日
（
金
）

▼
試
験
日

１
次
試
験

令
和
７
年
６
月
14
日
（
土
）

２
次
試
験

令
和
７
年
７
月
26
日
（
土
）

　
　
　

～
８
月
１
日
（
金
）

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま

す
。

▼
合
格
発
表

１
次
試
験

令
和
７
年
７
月
17
日
（
木
）

最
終

【
空
】令

和
７
年
９
月
18
日
（
木
）

【
陸
・
海
】

令
和
７
年
10
月
２
日
（
木
）

▼
採
用
試
験
内
容

１
次一

般
教
養
と
専
門
分
野
試
験

（
択
一
式
）

２
次小

論
文
、
口
述
試
験
、

身
体
検
査

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

白
河
地
域
事
務
所

☎
２
４-
０
３
７
２

防
災
行
政
無
線
の

音
声
変
更
に
つ
い
て

　

防
災
行
政
無
線
の
更
新
に
伴

い
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
音
声
を

作
成
し
た
「
音
声
合
成
」
に
よ
る

放
送
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
音
声
合
成
」
は
職
員
が
録
音

し
た
肉
声
と
は
異
な
り
、
抑
揚
が

抑
え
ら
れ
た
音
声
の
た
め
、
違
和

感
を
覚
え
ら
れ
る
方
も
お
ら
れ
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
災
害
時
等
に

お
け
る
緊
急
情
報
な
ど
を
迅
速
か

つ
的
確
に
伝
え
る
た
め
に
整
備
し

た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
緊
急
時
は
職
員
の
肉
声

に
よ
る
放
送
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

自
家
消
費
野
菜
等
の

放
射
能
検
査
実
施
終
了

　

復
興
庁
の
第
二
期
復
興
・
創
生

期
間
が
令
和
７
年
度
末
で
終
了
と

な
る
予
定
で
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

第
二
期
復
興
・
創
生
期
間
の
事
業

の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
自

家
消
費
野
菜
等
の
放
射
能
検
査
に

つ
い
て
も
令
和
７
年
度
末
で
終
了

と
な
り
ま
す
。
令
和
８
年
度
以
降

は
役
場
で
の
放
射
能
検
査
は
行
わ

な
い
予
定
と
な
り
ま
す
。
令
和
８

年
度
以
降
に
自
家
消
費
野
菜
等
の

放
射
能
検
査
を
ご
希
望
の
方
は
別

途
ご
相
談
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

問
住
民
生
活
課

☎
５
２-

２
１
１
２

羽
毛
布
団
・
羽
根
布
団
の

リ
サ
イ
ク
ル
を
開
始
し
ま
す

　

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
、
ご

み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
た

め
、
西
白
河
地
方
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
直
接
搬
入
す
る
「
羽
毛
布

団
・
羽
根
布
団
」
を
無
料
で
引
き

取
り
ま
す
。

　

品
質
表
示
ラ
ベ
ル
に「
ダ
ウ
ン
」

ま
た
は
「
フ
ェ
ザ
ー
」
が
表
示
さ

れ
て
い
る
、
ご
家
庭
か
ら
出
た
布

団
（
濡
れ
た
も
の
、
汚
れ
た
も
の

を
除
く
）
の
み
が
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
搬
入
の
際
は
計
量
所
に

お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
布
団
以
外
の
も
の
（
ダ

ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
枕
、
座
布
団

な
ど
）は　

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
集
積
所
や
粗
大
ご

み
戸
別
収
集
で
の
回
収
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
白
河

地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

問
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備

組
合
受
付
セ
ン
タ
ー

☎
２
１-

６
２
３
４

熱
中
症
予
防

　

４
～
５
月
で
も
最
高
気
温
が

25
℃
以
上
の
夏
日
や
30
℃
以
上
の

真
夏
日
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
体
が
ま
だ
暑
さ
に
慣
れ
て
い

な
い
た
め
、
熱
中
症
に
な
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

天
気
予
報
や
暑
さ
指
数
を
参
考

に
、
気
温
が
高
い
日
や
湿
度
が
高

い
日
は
、
予
防
行
動
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

【
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
】

▼
天
気
予
報
等
で
気
温
や
湿
度
の

把
握

▼
室
温
を
測
定
し
、
エ
ア
コ
ン
・

扇
風
機
で
温
度
を
こ
ま
め
に
調

節
▼
体
を
締
め
付
け
な
い
涼
し
い
服

装
で
、
外
出
時
は
日
傘
・
帽
子

を
着
用

▼
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
喉
の
渇

き
を
感
じ
て
い
な
く
て
も
水

分
・
塩
分
の
補
給
も
忘
れ
ず
に

▼
ふ
く
し
ま
涼
み
処
を
活
用

　

詳
し
く
は
、
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
保
健
福
祉
課

☎
５
２-

２
１
７
４

福
島
県　

熱
中
症
予
防

で
検
索
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教育委員会教育委員会つうしん つうしん 学校教育課学校教育課

　２月21日（金）に、親子で触れ合いながら学びを深める
行事が行われました。２・３年生は、ものづくりマイスター
（左官職人）を講師に迎え、親子で泥だんごづくりに挑戦し
ました。はじめに壁塗り体験をし、左官の技術に触れた後、
本番の泥だんごづくりを行いました。親子で協力しながら
磨き上げた泥だんごは、まるで宝石のようでした。４年生
は「10歳を祝う会」を開催し、サイコロトークや親子ドッ
ジボールで盛り上がりました。最後には、日頃の感謝を込
めた手紙を渡し、温かな時間を共有しました。どの活動に
も笑顔があふれ、親子の絆が深まるひとときとなりました。

　３月の卒業式や離任式では、３年生や先生方との名残惜
しい別れもあり、寂しく心細い気持ちになりましたが、この４
月、新入生や新しい先生方との出会いとともに、元気に明
るく新年度のスタートを切りました！
　今年度も様々な活動を通して、学校一丸となって子どもた
ちの健やかな育ちをサポートします。今後とも、村民のみな
さんのあたたかいご支援、よろしくお願いします。

　吉子川小学校では、学校評議員（元校長経験者）芳賀
徳也先生に合唱の指導をしていただいています。今年も
違う声・違う性格をもつ一人一人の子どもたちが、徳也
先生、幸子先生の言葉かけで、気持ちを一つに取り組み
ました。合唱は自分が楽器。自分の気分や体調によって
左右される繊細さも兼ね備えていますが、徳也先生の言
葉には魔法があって、不思議と子どもたちの心を開き、
美しいハーモニーへと導いてくださるのです。
　「歌は人を幸せにする」と徳也先生はおっしゃいます。
一人一人の心と声が溶け合う幸せ、合唱のすばらしさを
体感し、子どもたちも大喜びです。ありがとうございます。

　寒い冬にだけ楽しむことができる「雪遊び」。触り心地を
楽しんだり、雪だるまを作ったり…一面真っ白になった世界
に、子ども達は大喜び。雪遊びが体に与える影響には、バ
ランス感覚が身につく、状況に応じた体の使い方を身につく
など体の発達に役立ちます。また、体だけでなく、心の成
長にも大いに役立ちます。表現力が豊かになったり、遊び
のイメ－ジを膨らませることで想像力がつくなど、楽しい中に
もたくさんの学びがあります。

親子の絆
滑津小学校

待ちに待った雪遊び
中島幼稚園

徳也先生の指導　心も声も美しく
吉子川小学校

Ｒ７年度もよろしくお願いします！
中島中学校

４月：7日入学式、25日授業参観
５月：14日県南陸上大会
６月：10～12日県南中体連総合大会
7月：11日吹奏楽コンクール、19日～夏休み
8月：～24日夏休み、28日東西音楽祭合唱
9月：３日県南駅伝大会、8～12日マレーシア修学旅行
10月：1日東西音楽祭合奏、18日ききょう祭

４～11月（上半期）の主な行事
日頃からの村民の
みなさんのご支援
に、心から感謝い
たします。
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教育委員会教育委員会つうしん つうしん 生涯学習課・児童館生涯学習課・児童館

生
涯
学
習
課

～
村
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

見
に
来
ま
せ
ん
か
～

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
輝
ら
里
に

あ
る
『
村
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』
に
は
、

色
々
な
方
の
作
品
を
展
示
し
て
お

り
ま
す
。

　

村
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
村
民
の

方
な
ら
個
人
・
団
体
問
わ
ず
ど
な

た
で
も
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
大
き
い
作
品
等

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

展
示
期
間
は
一
ヶ
月
で
、
期
間

終
了
後
作
品
は
返
却
さ
れ
ま
す
。

展
示
希
望
の
方
は
、
輝
ら
里
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

村
民
の
み
な
さ
ま
、
ぜ
ひ
、
輝

ら
里
ま
で
足
を
お
運
び
い
た
だ

き
、
村
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
図
書
室

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

～
輝
ら
里
読
書
推
進
事
業

「
多
読
賞
表
彰
式
」
～

　

輝
ら
里
図
書
室
で
は
毎
年
、
幼

児
・
保
育
園
児
・
幼
稚
園
児
・
小

学
生
・
中
学
生
を
対
象
に
、
４
月

か
ら
２
月
ま
で
の
間
に
図
書
室
か

ら
50
冊
以
上
の
本
を
借
り
て
読
ん

で
く
れ
た
方
を
表
彰
し
て
い
ま

す
。

　

令
和
６
年
度
の
「
多
読
賞
表
彰

式
」
が
、
３
月
８
日
（
土
）
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
輝
ら
里
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

表
彰
者
の
内
訳
は
、「
幼
児
・

保
育
園
児
の
部
８
名
・
幼
稚
園
児

の
部
26
名
・
小
学
生
の
部
40
名
、

中
学
生
の
部
５
名　

合
計
79
名
」

と
な
り
ま
し
た
。
最
も
た
く
さ
ん

本
を
読
ん
だ
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
賞

は
小
針
匠
悟
さ
ん
（
幼
児
の
部
）、

永
林
莉
乃
さ
ん
、
木
戸
陽
大
さ
ん

（
幼
稚
園
の
部
）、
永
林
茉
帆
さ
ん

（
小
学
生
の
部
）、
田
崎
瑠
奈
さ
ん

（
中
学
生
の
部
）
で
し
た
。

　

今
年
度
の
表
彰
者
で
最
も
多
く

本
を
読
ん
だ
の
は
、
幼
稚
園
児
の

部
で
受
賞
し
た
永
林
莉
乃
さ
ん
、

木
戸
陽
大
さ
ん
と
小
学
生
の
部
で

受
賞
し
た
永
林
茉
帆
さ
ん
の
3
人

で
、
２
１
９
冊
で
し
た
。

　

表
彰
者
に
は
、
保
護
者
の
方
に

も
大
勢
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
最

後
に
記
念
撮
影
を
し
て
終
了
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
表
彰
者
は
、
４
月
発
行

の
図
書
だ
よ
り
に
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

今
回
の
表
彰
式
で
は
、
読
み
聞

か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
う
さ
こ

ち
ゃ
ん
」
か
ら
記
念
品
と
し
て
新

聞
紙
で
作
っ
た
バ
ッ
ク
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

児
童
館

第
13
回
福
島
県

マ
ン
カ
ラ
交
流
選
手
権
大
会

　

３
月
１
日
（
土
）
福
島
県
青
少

年
会
館
に
お
い
て
福
島
県
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
主
催
の
第
13
回

福
島
県
マ
ン
カ
ラ
交
流
選
手
権
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
引

き
続
き
、
児
童
館
で
の
マ
ン
カ
ラ

大
会
（
ベ
ー
シ
ッ
ク
ル
ー
ル
）
を

勝
ち
抜
い
た
児
童
12
名
を
大
会
へ

登
録
し
、優
勝
を
目
指
し
ま
し
た
。

予
選
リ
ー
グ
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
を
行
い
、
普
段
は
戦
わ
な
い
子

ど
も
達
と
の
対
戦
に
緊
張
し
な
が

ら
も
真
剣
に
一
試
合
一
試
合
挑
み

ま
し
た
。

　

本
児
童
館
か
ら
参
加
し
た
12
名

の
う
ち
10
名
が
予
選
リ
ー
グ
を
突

破
し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進

み
ま
し
た
。
決
勝
戦
で
は
中
島
村

か
ら
参
加
し
た
児
童
同
士
の
対
戦

と
な
り
、
城
戸
口
紗
英
さ
ん
（
吉

子
川
小
２
年
生
）
が
優
勝
、
緑
河

結
咲
さ
ん
（
滑
津
小
３
年
生
）
が

準
優
勝
と
い
う
素
晴
ら
し
い
結
果

を
収
め
ま
し
た
。
マ
ン
カ
ラ
は
児

童
館
で
い
つ
で
も
体
験
で
き
ま

す
。
初
め
て
の
人
も
児
童
館
の
職

員
が
教
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
児
童
館
で
マ
ン
カ
ラ
を
体
験

し
て
、
来
年
度
の
大
会
を
目
指
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

児
童
館
体
験
事
業
の
お
知
ら
せ

　

児
童
館
で
は
毎
年
キ
ッ
ズ
ク
ラ

ブ
、
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
を
組
織
し

て
未
就
学
児
・
小
学
生
対
象
に

様
々
な
体
験
事
業
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
今
年
度
も
様
々
な
企
画

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
各
小
学
校
、
幼
稚
園
、

保
育
所
よ
り
配
布
す
る
参
加
申
込

書
の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
児
童
館
で
は
自
由
来
館
も

行
っ
て
お
り
、
キ
ー
ワ
ー
ド
あ
つ

め
や
制
作
体
験
な
ど
自
由
来
館
で

し
か
で
き
な
い
体
験
な
ど
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
児
童
館
だ

よ
り
を
毎
月
発
行
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
確
認
い
た
だ
き
ご
来
館

く
だ
さ
い
。

みなさまをお待ちしています

これからもたくさん本を読んでください▶

▼表彰式に参加したみなさん

１位、 ２位になりました！おめでとう！



月
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みんなの広場みんなの広場

ニック先生の
英語教室

4

～ゴールドコースト～

▪　I want to try surfing again.
　　　もう一度サーフィンをやってみたい。
▪　Have you been to the Gold Coast?
　　　ゴールドコーストに行ったことがありますか？
▪　No, I haven’t.　
　　　いいえ、まだです。
▪　It has many famous surfing beaches.
　　　有名なサーフィンビーチがたくさんありますよ。

　オーストラリアのクイーンズランド州にあるゴールドコーストは、美しいビーチ、活気あるナイトライフ、多様なアトラクションで知られる、オー
ストラリアで最も人気のあるリゾートの１つです。太平洋に沿って広がるゴールドコーストは、黄金の砂浜と常に温暖な気候で知られ、ビーチ好き
にもサーファーにもパラダイスとなっています。
　この地域には、ワーナーブラザーズムービーワールド、シーワールド、ドリームワールドなど、スリル満点の乗り物や動物とのふれあいを楽しめ
る世界レベルのテーマパークがいくつかあります。また、この地域には緑豊かな熱帯雨林があり、ハイキング、野生動物の観察、美しい滝の鑑賞を
楽しむことができます。
　ゴールドコーストは、活気ある文化シーンでも知られています。ゴールドコーストフィルムフェスティバルやワールドサーフリーグの大会などの
イベントが毎年開催されます。グルメやショッピングシーンでは、高級レストランやおしゃれなカフェから地元の市場やブティックまで、あらゆる
ものを楽しめます。
　冒険、リラクゼーション、文化体験など、どんな目的の旅行者にとっても、ゴールドコーストはあらゆる要素が完璧に調和しており、地元の人々
にとっても観光客にとっても理想的な場所です。自然の美しさ、現代的な設備、エンターテイメントの選択肢が融合しているため、ゴールドコース
トは最高の旅行先であり続けています。

The Gold Coast

○  開いている日　 ×  お休みの日　 ◎  おはなし会　

利用案内
◆開　館　日　　火曜日～日曜日　１０：００～１８：００
　　　　　　　　（１２：００～１３：００までは閲覧のみ）
◆休　館　日　　毎週月曜日・祝日・年末年始・特別整理期間
◆図書の貸出　　一人５冊まで、２週間以内

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

〇 〇 〇 〇 〇

6 7 8 9 10 11 12

〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

13 14 15 16 17 18 19

〇 × × × × × ×

20 21 22 23 24 25 26

× × 〇 〇 〇 〇 〇

27 28 29 30

〇 × × 〇

なかじぞうさんにお手紙を書いてみよう‼
　中島村のイメージキャラクター「なかじぞうさん」
にお手紙を書いてみませんか？なかじぞうさんからお
返事が来るかもしれません！みなさまからのお手紙を
お待ちしています。

▶対象　村内外、県外にかかわらず、どなたでもＯＫ！

▶宛先　〒９６１－０１９２
　　　　福島県西白河郡中島村大字滑津字中島西 11-1
　　　　中島村役場企画振興課　なかじぞうさん　宛

※いただいたお手紙は、広報なかじまでご紹介させてい
　ただく場合がございます。（住所：市区町村名まで、
　お名前を記載させていただきます。）
※いただいたお手紙は返却できませんのでご了承ください。
※個人情報は、返信以外に利用することはありません。

住所、お名前を書いてくれると
なかじぞうさんがお返事を書く
ことができるよ！みんなからの
お手紙を楽しみに待ってるね‼



戸籍の窓口

村
長
の
ひ
と
り
ご
と
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みんなの広場みんなの広場

今
月
の
納
税

２月受付

※「誕生」・「結婚」・「お悔やみ」について広報への掲載を希望
されない場合は、窓口への届出の際にお申し出ください。

みんなが輝
き
らめく　豊かな

なかじまむら　をめざすよ！
新年度もよろしくね！

新年度になりました！
今年度も希望を持って、
村政運営にあたります！

人
口
と
世
帯

３月１日現在 （先月比）
人　口 ４，７２５ （ － ７）
男 ２，３１６ （ － ３）
女 ２，４０９ （ － ４）
世帯数 １，７６１ （ － １）

納税は遅れず忘れずに！
納税は口座振替が便利です。

税務課　☎５２-３４８１

ご結婚おめでとうございます

お悔やみ申し上げます

お誕生おめでとうございます

※当番医が変更になることがありますので、新聞などで確認してください。●休日当番医

休日救急医療・歯科当番医表

氏　名 年　齢 住　所
塩 田 月 子 ９８ 原 中
水 戸 典 夫 ６７ 背戸原西ニュータウン
曲 山 勇 作 ９９ 横 町
斎 藤 　 武 ９７ 二 子 塚 １
長 倉 平 治 ８９ 後 山

今月はありません

今月はありません

軽 自 動 車 税

～納期限は４月３０日（水）です～

診 療 日 小　　　児　　　科
午前 9時～午後５時

内　科　・　外　科
午前 9時～午後５時

白河歯科医師会
午前 9時～午後５時

4 月 6 日 ( 日 ) わたなべ子どもクリニック 南湖こころのクリニック 鈴木歯科医院（表郷）
☎２１－２１６６ ☎２３－４４０１ ☎３２－２０２９

4 月 1 3 日 ( 日 ) ねもとキッズクリニック 明渓醫院 すずき歯科
☎２１－５６２３ ☎２７－３０６０ ☎４４－５５５５

4 月 2 0 日 ( 日 ) 樋口小児クリニック わたなべ内科医院 須藤歯科医院
☎４２－２０４０ ☎２２－１５３１ ☎２２－６４６０

4 月 2 7 日 ( 日 ) みうら小児クリニック 吉田医院 秋山歯科医院
☎２８－１００１ ☎２３－４０３３ ☎３４－３７４１

4 月 2 9 日 ( 火 ) にしごうキッズクリニック らくらく医院 ひまわり歯科医院
☎２９－８７２５ ☎５４－５３３３ ☎２３－５９９１

～白河医師会の小児科医が通常の診療後に交代で診療します～
診療日：月曜日、火曜日、木曜日の週３日

・対象者 ： 中学生（15 歳）以下の子ども　　・受付時間 ： 19：15 ～ 21：15
・診療場所 ： 白河厚生総合病院内　小児科外来

※受診前に必ず電話してください。　☎０２４８- ２２- ２２１１

令和７年４月より「小児平日夜間救急医療事業」診療日変更となります

福島県こども救急電話相談は＃８０００へ。　（毎日１９ ： ００～翌朝８ ： ００）
※ダイヤル回線・ＩＰ電話・ＰＨＳからは☎０２４- ５２１- ３７９０

お気軽に電話で
ご相談ください‼



カレンダー

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

入所式【児】 入所式【保】

6 7 8 9 10 11 12
全村一斉クリー
ンアップ事業

第１学期始業式、
入学式【小・中】

第１学期始業式
【幼】

入園式【幼】

【温泉・図書室休】
13 14 15 16 17 18 19

全村一斉クリー
ンアップ事業予
備日

蔵書点検のため図書
室休館～４/２１【輝】・
歯科クリニック【保セ】・
無料法律相談所
開設【福祉】

LEE（英会話）
教室開講式【輝】

クラウン大学開
講式【輝】

１歳６か月、３
歳児健診【保セ】

授業参観、PTA
総会、懇談会【小】 
保育参観、総会

【幼】

保育参加、総会
【保】 
絵画教室開講式

【輝】

【温泉・図書室休】
20 21 22 23 24 25 26

消防団春季連合
検閲

LEE（英会話）
教室【輝】

ふれあいカフェ
【福祉】

授業参観、PTA
総会、学年保護
者会【中】

【温泉・図書室休】
27 28 29 30

昭和の日 クラウン大学県
外研修旅行
離乳食教室、9
～ 10 か月児健
康相談【保セ】

【温泉・図書室休】 【図書室休】

（予定）月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

憲法記念日

【図書室休】

4 5 6 7 8 9 10
みどりの日 こどもの日 振替休日 第１回環境整備【吉】・

奉仕作業（2・4・6 年）
【滑】・ジュニアクラブ
開級式【輝】・おはな
し会【輝】

【図書室休】 【図書室休】 【図書室休】

月 （予定）5

広報なかじま　Ｒ７. ４　◯24

編集・発行　中島村役場・企画振興課　〒961-0192　福島県西白河郡中島村大字滑津字中島西11-1　☎ 0248（52）2113
　　　　　　ホームページアドレス　http://www.vill-nakajima.jp/

【役場】…役場　【保】…保育所　【幼】…幼稚園　【滑】…滑津小学校　【吉】…吉子川小学校　【小】…両小学校　
【中】…中学校　【児】…児童館　【福祉】…福祉センター　【輝】…輝ら里　【保セ】…保健センター　【改セ】…改善センター　
【温泉休】…ふれあいの郷温泉休館日　【図書室休】…輝ら里図書室休館日
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